
　
２
月
２
日
・
３
日
、
南
九
州
大
学
都
城

キ
ャ
ン
パ
ス
で
レ
ス
リ
ン
グ
交
流
会
を
開

催
し
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
若
手
選
手
４
人
と

県
内
の
高
校
生
や
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ

ク
ラ
ブ
生
が
参
加
。
２
０
０
０
年
シ
ド
ニ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
永
田

克
彦
選
手
と
、
２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
・

２
０
０
８
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
の
浜
口
京
子
選
手
か
ら
、
世
界
レ

ベ
ル
の
技
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
師
２
人
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
も
開
催
。
参
加
者
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
の
体
験
談
や
試
合
で
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
高
め
方
な
ど
、
メ
ダ
リ
ス
ト
の

話
に
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

【
モ
ン
ゴ
ル
応
援
ボ
ー
ド
】

　
交
流
会
の
会
場

内
に
モ
ン
ゴ
ル
応

援
ボ
ー
ド
を
設
置
。

多
く
の
市
民
が
、

モ
ン
ゴ
ル
国
の
ア

ス
リ
ー
ト
へ
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
ま
し
た
。

【
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
】

　
地
元
高
校
生
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式

種
目
「
ボ
ッ
チ
ャ
」

の
体
験
会
を
開
催
。

子
ど
も
ら
は
、
初

め
て
の
競
技
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　戦うスポーツに憧れ、誰でも強くなれるチャ
ンスがあるレスリングを高校生から始めました。
当初は、なかなか勝てず悔しい思いをしました
が、強くなりたい気持ちを忘れずに練習を重ね
たことで、徐々に勝てるようになりました。試
合での緊張感は大切で、良いパフォーマンスに
つながります。
　メダリストになったことで、自分の目指す方
向の選択肢が増え、世界が広がりました。夢を
持って努力すると、自ずと結果に表れます。夢
に向かって毎日の練習を頑張ってほしいと思い
ます。

永田  克彦さん

格闘スポーツジム
「レッスルウィン」代表

シドニーオリンピック
銀メダリスト

夢に向かって努力すれば
自分の世界が広がる

次世代の選手たちへメッセージ メ
ダ
リ
ス
ト
の
熱
血
指
導
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２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
、
本
市
は
モ
ン
ゴ

ル
国
と
の
交
流
を
深
め
る
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
月
30
日
か
ら

２
月
６
日
ま
で
、
モ
ン
ゴ
ル
国
か
ら
若
手
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
４
人
と
指
導
者
２
人
を
招
い

て
、
都
城
西
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
と
の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
や
市
内
観
光
な
ど
の
交
流
事

業
を
実
施
。
今
回
は
、
２
月
２
日
・
３
日
に
開
催
し
た
「
モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
レ
ス
リ
ン
グ

交
流
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
国
際
化
推
進
室
　
☎
23-

２
２
９
５

　
国
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、

国
際
化
の
推
進
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
観

点
か
ら
、
参
加
国
（
地
域
）
と
の
人
的
・

経
済
的
・
文
化
的
な
相
互
交
流
を
図
る
地

方
公
共
団
体
を
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
し

て
、
全
国
各
地
に
広
げ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

や
教
育
文
化
の
質
の
向
上
、
多
文
化
共
生

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
参
加
国
と
の
交

流
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
市
は
、
平
成
28
年
12
月
に
モ
ン
ゴ
ル

国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
、
レ
ス

リ
ン
グ
を
通
じ
た
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
育
成
に
も
役
立
て
ま
す
。

　
本
市
と
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
交
流
は
、
平

成
５
年
、
市
民
有
志
が
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧

民
に
明
か
り
を
届
け
る
た
め
、
風
力
発
電

機
を
贈
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
交
流
は
広
が
り
、
平
成
11
年
に
本
市
と

モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
が
友
好

交
流
都
市
を
提
携
。
現
在
も
、
互
い
に
交

流
団
を
派
遣
す
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル・日
本
レ
ス
リ
ン
グ
交
流
会

世
界
レ
ベ
ル
の
技
を
体
感
！

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
役
割

モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
交
流
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本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

5月13日㈪
中　郷
五十市

大浦自治公民館 9:20〜 9:40

払川自治公民館 10:10〜10:30

川内自治公民館 10:50〜11:10

益貫自治公民館 11:30〜12:00

雄児石自治公民館 13:20〜13:40

女橋自治公民館 14:00〜14:30

下今町自治公民館 15:00〜15:30

5月19日㈰

中郷地区公民館 9:00〜 9:30

妻ケ丘地区公民館 10:00〜10:30

小松原地区公民館
（地区体育館横） 10:50〜11:30

横市地区公民館 13:00〜13:40

五十市地区公民館 14:00〜14:50

コミュニティセンター
西駐車場 15:10〜15:40

5月26日㈰

志和池地区体育館 13:00〜13:30

沖水地区公民館 13:45〜14:15

祝吉地区公民館 14:40〜15:10

6月2日㈰ 都城保健所 9:00〜11:30

高崎総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

4月15日㈪

木下自治公民館 9:10〜 9:40

吉村自治公民館 10:00〜10:30

中轟自治公民館 10:50〜11:05

小牧自治公民館 11:25〜11:45

東霧島地区
多目的集会所 13:10〜13:40

東自治公民館 13:55〜14:15

4月21日㈰ 高崎総合支所 9:00〜10:00

高城総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

5月14日㈫

雀ヶ野公民館 9:30〜 9:50

高城地区
公民館四家分館 10:10〜10:30

第18自治公民館 10:50〜11:10

七瀬谷公民館 11:30〜11:50

市野々公民館 13:10〜13:30

田辺公民館 13:50〜14:10

雁寺・八久保公民館 14:30〜15:00

高城総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

5月15日㈬

上星原公民館 9:30〜10:00

下星原公民館 10:20〜10:50

高城農村改善センター 11:10〜11:40

豊広公民館 13:00〜13:30

西久保公民館 13:50〜14:20

第12自治公民館 14:40〜15:10

5月16日㈭

第11自治公民館 9:00〜 9:30

石山体育センター 9:50〜10:20

第９自治公民館 10:40〜11:10

高城ふれあい武道館 11:30〜12:00

第３自治公民館 13:20〜13:50

勤労青少年ホーム 14:10〜14:40

横原地区
コミュニティセンタ－ 15:00〜15:30

5月17日㈮

高城原
ふれあいスポーツ館 9:00〜 9:20

第１自治公民館 9:40〜10:10

第２自治公民館 10:30〜11:00

高城総合支所 11:20〜12:00

5月26日㈰ 高城総合支所 10:30〜11:30

山之口総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

5月15日㈬ 永野地区公民館 9:00〜 9:20

5月17日㈮

川内公民館 13:30〜13:50

前方公民館 14:10〜14:30

山之口総合支所車庫前 14:50〜15:50

5月21日㈫

飛松公民館 9:30〜 9:45

青井岳（高野商店裏） 10:05〜10:25

五反田公民館 10:45〜11:05

野上公民館 11:20〜11:40

六十田公民館 13:00〜13:20

田原公民館 13:40〜14:00

麓営農研修館 14:20〜15:05

5月22日㈬

乗平公民館 9:00〜 9:20

桑原公民館 9:35〜10:00

正近公民館 10:15〜10:35

上富吉地区体育館 10:55〜11:20

街区公民館 13:00〜13:20

西向原公民館 13:40〜14:20

下富吉地区体育館 14:40〜15:20

5月26日㈰ 山之口総合支所 9:00〜10:00

高崎総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

4月10日㈬

蔵元自治公民館 9:10〜 9:35

三和自治公民館 9:55〜10:20

共和自治公民館 10:40〜11:05

横谷自治公民館 11:25〜11:50

笛ヶ水教育集会所 13:20〜13:40

後平自治公民館 14:00〜14:20

炭床自治公民館 14:50〜15:10

鵜戸自治公民館 15:30〜15:45

4月11日㈭

荒場自治公民館 9:10〜 9:35

上勢西自治公民館 9:55〜10:15

原村自治公民館 10:35〜11:05

牟礼水流自治公民館 11:25〜11:45

高崎福祉保健センター 13:10〜13:40

高坂自治公民館 14:00〜14:25

鍋自治公民館 14:45〜15:05

塚原自治公民館 15:25〜15:45

4月12日㈮

野平自治公民館 9:10〜 9:25

山神原自治公民館 9:40〜10:00

迫間自治公民館 10:20〜10:40

栗巣自治公民館 11:00〜11:20

栢木自治公民館 11:35〜11:50

権堀牛繋留所 13:10〜13:25

高崎総合支所
東側駐車場 13:45〜14:05

田平自治公民館 14:20〜14:40

町倉自治公民館 14:55〜15:20

谷川自治公民館 15:35〜15:50

山田総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

4月15日㈪
瀬茅自治公民館 14:35〜14:55

牛谷自治公民館 15:10〜15:35

4月16日㈫

和田上自治公民館 9:10〜 9:30

田中自治公民館 9:45〜10:10

毘砂丸自治公民館 10:25〜10:45

万ヶ塚自治公民館 11:00〜11:20

長谷自治公民館 11:35〜11:55

石風呂自治公民館 13:10〜13:35

平山自治公民館 13:50〜14:10

中村自治公民館 14:25〜14:45

山田体育館前 15:00〜15:20

大古川自治公民館 15:35〜15:55

4月17日㈬

上是位川内自治公民館 9:10〜 9:30

下是位川内自治公民館 9:45〜10:05

浜之段自治公民館 10:20〜10:40

北田自治公民館 10:55〜11:20

竹脇自治公民館 11:35〜11:55

古江自治公民館 13:20〜13:40

山内ニ自治公民館 14:00〜14:25

谷頭五自治公民館 14:40〜15:05

谷頭
トレーニングセンター 15:20〜15:45

4月18日㈭

谷頭九自治公民館 9:10〜 9:30

谷頭一自治公民館 9:45〜10:10

谷頭二自治公民館 10:25〜10:50

4月21日㈰ 山田総合支所 10:30〜11:30

※台風や地震などの自然災害、事故の発生などにより、日程が変更になる場合があります
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愛
犬
の
管
理
と
狂
犬
病
予
防

　「
狂
犬
病
」
は
、
人
に
感
染
す
る
と
死

に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
こ
の
た

め
、
犬
の
飼
い
主
は
、
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
飼
い
主
に
は
、
犬
１
頭
ご

と
に
生
涯
１
回
の
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

◉
費
用

狂
犬
病
予
防
注
射（
年
１
回
）

１
頭
　
３
、３
０
０
円（
４
月
１
日
か
ら
）

登
録
手
数
料（
生
涯
１
回
限
り
）

１
頭
　
３
千
円

　
平
成
３１
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
ど

の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
程
と
時
間
を
日
程
表
で
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
2３-

２
１
３
０

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

◦�

飼
い
主
宛
て
に
受
付
票
を
郵
送
し
ま

す
。
必
ず
会
場
に
持
参
く
だ
さ
い

◦�

会
場
で
は
、
首
輪
を
し
っ
か
り
締
め
、

暴
れ
な
い
よ
う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い

◦�

妊
娠
中
や
体
調
の
悪
い
犬
、
ま
た
は
、

１
カ
月
以
内
に
他
の
予
防
注
射
を
し
た

犬
の
場
合
は
、
獣
医
師
や
動
物
病
院
に

相
談
く
だ
さ
い

◦�

飼
い
犬
が
死
亡
、
ま
た
は
飼
い
主
の
氏

名
や
住
所
な
ど
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す

◦�

未
登
録
犬
は
、
注
射
と
同
時
に
登
録
も

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
注
射
会
場
で
も
受

け
付
け
ま
す

本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

4月8日㈪
西　岳

猪子石記念碑前 9：30〜 9：45

西折田代自治公民館 10：00〜10：20

田野地区集落センター 10：35〜10：50

高野営農研修館
(高野自治公民館) 11：10〜11：30

上馬渡自治公民館 13：30〜13：50

夏尾市民センター 14：05〜14：25

東牛之脛自治公民館 14：40〜14：55

御池自治公民館 15：10〜15：25

4月9日㈫
西　岳
庄　内

下川内自治公民館 9：00〜 9：20

関之尾自治公民館 9：35〜 9：55

庄内地区公民館 10：10〜10：50

千草自治公民館 11：10〜11：40

宮島自治公民館 13：00〜13：30

今平自治公民館 13：45〜14：15

平田自治公民館 14：30〜15：00

下川崎自治公民館 15：15〜15：35

4月18日㈭
志和池
沖　水

薄谷自治公民館 11：05〜11：25

森田自治公民館 11：40〜12：00

崎田自治公民館 13：20〜13：40

麓自治公民館
（野々美谷） 13：55〜14：15

下金田自治公民館 14：30〜14：50

中金田自治公民館 15：05〜15：25

本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

4月19日㈮
志和池

荒ヶ田自治公民館 9：30〜 9：45

岩満自治公民館 10：00〜10：15

下水流３自治公民館 10：30〜11：00

下水流１自治公民館 11：15〜11：45

上水流東自治公民館 13：00〜13：20

志和池地区体育館 13：40〜14：00

丸谷自治公民館 14：15〜15：00

4月21日㈰
庄　内
西　岳

庄内地区公民館 13：00〜13：40

西岳地区公民館 14：15〜14：45

4月23日㈫
沖　水
祝　吉
小松原

高木自治公民館 9：20〜10：00

沖水農村広場駐車場 10：15〜11：00

松之元自治公民館 11：15〜11：45

下川東自治公民館 13：10〜13：30

小松原地区公民館
（地区体育館横） 13：50〜14：40

宮丸自治公民館 15：00〜15：30

4月24日㈬
祝　吉
妻ケ丘

祝吉地区公民館 9：30〜10：10

早水自治公民館 10：35〜11：05

立野自治公民館 11：20〜11：50

菖蒲原自治公民館 13：10〜13：40

広原自治公民館 13：55〜14：15

一万城西部自治公民館 14：35〜15：05

竹町自治公民館 15：25〜15：55

本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

4月25日㈭
妻ケ丘
姫　城
五十市

上長飯霊地公園
北側駐車場 9：20〜 9：50

若葉自治公民館 10：05〜10：35

早鈴自治公民館 10：50〜11：10

甲斐元自治公民館 11：25〜11：45

都島自治公民館 13：10〜13：30

五十市地区公民館 13：50〜14：40

狐塚自治公民館 15：00〜15：20

4月26日㈮
五十市
横　市
小松原

鷹尾一丁目自治公民館 9：00〜 9：20

久保原西自治公民館 9：40〜10：10

霧原自治公民館 10：25〜10：55

東加治屋自治公民館 11：15〜11：45

横市地区公民館 13：10〜13：50

今房自治公民館 14：05〜14：25

大根田自治公民館 14：40〜15：00

志比田自治公民館 15：15〜15：45

5月7日㈫
中　郷
姫　城
五十市

豊満自治公民館 9：20〜 9：40

高野原自治公民館 9：55〜10：15

正応寺自治公民館 10：30〜11：00

下安久自治公民館 11：15〜11：45

藤田自治公民館 13：10〜13：50

下長飯自治公民館 14：10〜14：40

ふるさとセンター
（大岩田玉利自治公民館隣）14：55〜15：25

大
切
な
愛
犬
を
守
る
た
め

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

6広報 都城 平成31年3月号



本庁管内
期日・地区 場　所 時　間

5月13日㈪
中　郷
五十市

大浦自治公民館 9:20〜 9:40

払川自治公民館 10:10〜10:30

川内自治公民館 10:50〜11:10

益貫自治公民館 11:30〜12:00

雄児石自治公民館 13:20〜13:40

女橋自治公民館 14:00〜14:30

下今町自治公民館 15:00〜15:30

5月19日㈰

中郷地区公民館 9:00〜 9:30

妻ケ丘地区公民館 10:00〜10:30

小松原地区公民館
（地区体育館横） 10:50〜11:30

横市地区公民館 13:00〜13:40

五十市地区公民館 14:00〜14:50

コミュニティセンター
西駐車場 15:10〜15:40

5月26日㈰

志和池地区体育館 13:00〜13:30

沖水地区公民館 13:45〜14:15

祝吉地区公民館 14:40〜15:10

6月2日㈰ 都城保健所 9:00〜11:30

高崎総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

4月15日㈪

木下自治公民館 9:10〜 9:40

吉村自治公民館 10:00〜10:30

中轟自治公民館 10:50〜11:05

小牧自治公民館 11:25〜11:45

東霧島地区
多目的集会所 13:10〜13:40

東自治公民館 13:55〜14:15

4月21日㈰ 高崎総合支所 9:00〜10:00

高城総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

5月14日㈫

雀ヶ野公民館 9:30〜 9:50

高城地区
公民館四家分館 10:10〜10:30

第18自治公民館 10:50〜11:10

七瀬谷公民館 11:30〜11:50

市野々公民館 13:10〜13:30

田辺公民館 13:50〜14:10

雁寺・八久保公民館 14:30〜15:00

高城総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

5月15日㈬

上星原公民館 9:30〜10:00

下星原公民館 10:20〜10:50

高城農村改善センター 11:10〜11:40

豊広公民館 13:00〜13:30

西久保公民館 13:50〜14:20

第12自治公民館 14:40〜15:10

5月16日㈭

第11自治公民館 9:00〜 9:30

石山体育センター 9:50〜10:20

第９自治公民館 10:40〜11:10

高城ふれあい武道館 11:30〜12:00

第３自治公民館 13:20〜13:50

勤労青少年ホーム 14:10〜14:40

横原地区
コミュニティセンタ－ 15:00〜15:30

5月17日㈮

高城原
ふれあいスポーツ館 9:00〜 9:20

第１自治公民館 9:40〜10:10

第２自治公民館 10:30〜11:00

高城総合支所 11:20〜12:00

5月26日㈰ 高城総合支所 10:30〜11:30

山之口総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

5月15日㈬ 永野地区公民館 9:00〜 9:20

5月17日㈮

川内公民館 13:30〜13:50

前方公民館 14:10〜14:30

山之口総合支所車庫前 14:50〜15:50

5月21日㈫

飛松公民館 9:30〜 9:45

青井岳（高野商店裏） 10:05〜10:25

五反田公民館 10:45〜11:05

野上公民館 11:20〜11:40

六十田公民館 13:00〜13:20

田原公民館 13:40〜14:00

麓営農研修館 14:20〜15:05

5月22日㈬

乗平公民館 9:00〜 9:20

桑原公民館 9:35〜10:00

正近公民館 10:15〜10:35

上富吉地区体育館 10:55〜11:20

街区公民館 13:00〜13:20

西向原公民館 13:40〜14:20

下富吉地区体育館 14:40〜15:20

5月26日㈰ 山之口総合支所 9:00〜10:00

高崎総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

4月10日㈬

蔵元自治公民館 9:10〜 9:35

三和自治公民館 9:55〜10:20

共和自治公民館 10:40〜11:05

横谷自治公民館 11:25〜11:50

笛ヶ水教育集会所 13:20〜13:40

後平自治公民館 14:00〜14:20

炭床自治公民館 14:50〜15:10

鵜戸自治公民館 15:30〜15:45

4月11日㈭

荒場自治公民館 9:10〜 9:35

上勢西自治公民館 9:55〜10:15

原村自治公民館 10:35〜11:05

牟礼水流自治公民館 11:25〜11:45

高崎福祉保健センター 13:10〜13:40

高坂自治公民館 14:00〜14:25

鍋自治公民館 14:45〜15:05

塚原自治公民館 15:25〜15:45

4月12日㈮

野平自治公民館 9:10〜 9:25

山神原自治公民館 9:40〜10:00

迫間自治公民館 10:20〜10:40

栗巣自治公民館 11:00〜11:20

栢木自治公民館 11:35〜11:50

権堀牛繋留所 13:10〜13:25

高崎総合支所
東側駐車場 13:45〜14:05

田平自治公民館 14:20〜14:40

町倉自治公民館 14:55〜15:20

谷川自治公民館 15:35〜15:50

山田総合支所管内
期日・地区 場　所 時　間

4月15日㈪
瀬茅自治公民館 14:35〜14:55

牛谷自治公民館 15:10〜15:35

4月16日㈫

和田上自治公民館 9:10〜 9:30

田中自治公民館 9:45〜10:10

毘砂丸自治公民館 10:25〜10:45

万ヶ塚自治公民館 11:00〜11:20

長谷自治公民館 11:35〜11:55

石風呂自治公民館 13:10〜13:35

平山自治公民館 13:50〜14:10

中村自治公民館 14:25〜14:45

山田体育館前 15:00〜15:20

大古川自治公民館 15:35〜15:55

4月17日㈬

上是位川内自治公民館 9:10〜 9:30

下是位川内自治公民館 9:45〜10:05

浜之段自治公民館 10:20〜10:40

北田自治公民館 10:55〜11:20

竹脇自治公民館 11:35〜11:55

古江自治公民館 13:20〜13:40

山内ニ自治公民館 14:00〜14:25

谷頭五自治公民館 14:40〜15:05

谷頭
トレーニングセンター 15:20〜15:45

4月18日㈭

谷頭九自治公民館 9:10〜 9:30

谷頭一自治公民館 9:45〜10:10

谷頭二自治公民館 10:25〜10:50

4月21日㈰ 山田総合支所 10:30〜11:30

※台風や地震などの自然災害、事故の発生などにより、日程が変更になる場合があります
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日　　時 場　　所

4/10
㈬

9：30～ 11：30 小松原地区公民館

13:30 ～ 15:30 横市地区公民館

4/11
㈭

9:30 ～ 11:30 祝吉地区公民館

13:30 ～ 15:30 長寿館（鷹尾三丁目）

4/12
㈮ 9:30 ～ 11:30 妻ケ丘地区公民館

別表　一部の地区公民館などの交付日程

敬
老
特
別
乗
車
券（
敬
老
バ
ス
券
）

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券（
温
泉
等
利
用
割
引
券
）

　
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
健
康
増
進
を
図

る
た
め
、
温
泉
施
設
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

な
ど
で
利
用
で
き
る
、共
通
の
割
引
券（
１

人
当
た
り
20
枚
つ
づ
り
１
冊
）
を
交
付
し

ま
す
。

●
利
用
で
き
る
施
設

【
市
内
の
施
設
】　
青
井
岳
荘
、
観
音
さ
く

ら
の
里
、
か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、
や
ま

だ
温
泉
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
、
か
か
し
の

里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場

【
曽
於
市
の
施
設
】　
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ

ン
タ
ー
、
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
、
大

隅
弥
五
郎
伝
説
の
里

【
志
布
志
市
の
施
設
】　
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ

リ
ア
ダ
グ
リ
、
蓬よ

も
ぎ
の
郷さ

と

ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー

●
対
象

①�

65
歳
以
上
の
市
民
（
昭
和
30
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
）

②�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
65
歳
未
満
の
市
民

※�

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療

育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
（
１
・
２
級
）
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
人
の
主
な

　
介
護
者
（
市
内
在
住
）
も
対
象

●
交
付
場
所
　
福
祉
課
５
番
窓
口
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
一
部
の
地
区
公
民
館
（
別
表
）

※�

②
に
該
当
す
る
人
は
、
福
祉
課
６
番
窓

口
と
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
み
で

交
付

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
本
人
申
請
】　
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除

く
）、
身
分
証
明
書
（
対
象
②
の
人
は
該

当
す
る
手
帳
）

【
代
理
申
請
】
交
付
対
象
者
と
代
理
人
の

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、
対
象
①

の
人
は
委
任
状
ま
た
は
交
付
対
象
者
と
代

理
人
の
身
分
証
明
書
、
対
象
②
の
人
は
該

当
す
る
手
帳

【
対
象
②
の
介
護
者
の
申
請
】　
交
付
対
象

者
と
代
理
人
の
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除

く
）、
該
当
す
る
手
帳
、
介
護
者
の
身
分

証
明
書

●
そ
の
他
　
期
限
切
れ
の
割
引
券
は
、
申

請
手
続
き
に
持
参
く
だ
さ
い

※
施
設
で
は
回
収
し
ま
せ
ん

　
高
齢
者
の
自
主
的
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
交
付
し
ま
す
。
宮
崎
交
通
や

高
崎
観
光
バ
ス
、
鹿
児
島
交
通
の
３
社
が

運
行
す
る
路
線
バ
ス
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
対
象
　
満
70
歳
以
上
の
市
民

●
利
用
で
き
る
区
間
　
市
内
全
域

※
高
速
バ
ス
、
特
急
バ
ス
は
利
用
不
可

●
１
回
の
乗
車
で
の
負
担
額
　
１
０
０
円

●
交
付
場
所
　
福
祉
課
５
番
窓
口
（
４
月

中
は
福
祉
課
５
番
窓
口
前
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
で
交
付
）、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
一
部
の
地
区
公

民
館
（
別
表
）

●
交
付
手
数
料
　
千
円

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
新
規
】

◦�

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真（
横
２・

５
㌢
×
縦
３
㌢
で
脱
帽
、
顔
が
鮮
明
に

写
っ
て
い
る
も
の
）

◦�

保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
、
身
分
を

証
明
す
る
も
の

※
代
理
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

【
更
新
】

◦
現
在
、
持
っ
て
い
る
敬
老
バ
ス
券

※�

代
理
手
続
き
も
で
き
ま
す
が
、
敬
老
バ

ス
券
の
紛
失
や
記
載
事
項
の
変
更
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
新
規
の
手
続
き
と
な

る
た
め
代
理
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他
　
有
効
期
限
が
、
３
月
31
日
の

敬
老
バ
ス
券
は
、
４
月
30
日
㈫
ま
で
使
用

で
き
ま
す

温
泉
等
利
用
割
引
券
と
敬
老
バ
ス
券
の

更
新
・
交
付
の
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

　
期
間
中
は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎
23-

３
１
０
２

4/1
㈪～
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文
書
管
理
の
取
り
組
み
が
評
価

　
１
月
16
日
、
市
長
室
で
同
機
構
の
廣
田

傳で
ん

一い
ち

郎ろ
う

理
事
長
か
ら
、
池
田
市
長
へ
認
定

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
は
、
同
機

構
が
認
定
す
る
行
政
文
書
管
理
士
の
資
格

を
、
37
人
の
職
員
が
取
得
。
そ
の
数
は
、

各
行
政
機
関
や
地
方
自
治
体
の
中
で
日
本

一
で
す
。
ま
た
、
職
員
の
み
で
文
書
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
を
導
入
し
た
全
国
で
初
め
て
の

自
治
体
で
、
導
入
後
は
、
行
政
文
書
管
理

士
が
中
心
と

な
っ
て
改
善

指
導
を
行
い

な
が
ら
、
維

持
管
理
に
努

め
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
ま

し
た
。

適
正
な
文
書
管
理
で
、検
索
性
が
向
上

　
市
が
保
有
す
る
文
書
は
、
市
民
の
大
切

な
財
産
で
す
。
そ
の
文
書
は
、
合
併
前
の

旧
１
市
４
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
方
式

で
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度

か
ら
４
年
間
か
け
て
見
直
し
、Ａ
Ｋ
Ｆ（
行

政
ナ
レ
ッ
ジ
・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
）
を
導
入

し
ま
し
た
。
Ａ
Ｋ
Ｆ
と
は
、
公
文
書
管
理

法
の
実
務
指
針
で
あ
る
、
行
政
文
書
管
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
同
機
構
創
案
の
フ
ォ

ル
ダ
式
整
理
法
で
す
。

　
導
入
後
は
、
物
や
文
書
で
あ
ふ
れ
て
い

た
執
務
室
が
整
理
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

文
書
の
個
人
管
理
を
止
め
、
市
役
所
全
体

の
統
一
方
式
で
管
理
。
同
じ
大
き
さ
の
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
フ
ォ
ル
ダ
で
集
中
保
管
し

て
い
ま
す
。
職
員
自
ら
が
理
解
し
や
す
い

分
類
方
式
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
必
要

な
文
書
を「
い
つ
で
も
」「
誰
で
も
」「
す
ぐ

に
」
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
が
る

　
市
で
は
、必
要
な
情
報
を
適
正
に
管
理・

保
護
し
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
活
用
を
徹
底

す
る
こ
と
で
、
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
公
開
請
求
に

も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、
今
後
は
、
市
民
が
行
政
情
報
を
活

用
し
て
、
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
住
民
自

治
の
構
築
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

退庁時には、パソコンも片付け、机の上は滑走
路のように整然としています

　行政文書の適正な管理のため、職員がフ
ァイリングを自主的に改善し、適正な維持
管理について取り組みを進めてきた本市。
　今回、ＮＰＯ法人行政文書管理改善機構
から、その文書管理改善の取り組みについ
て、全国の自治体の中でモデル自治体であ
ると高く評価され、認定証が交付されまし
た。�◎問い合わせ　総務課　☎23-2117

【ＮＰＯ法人行政文書管理改善機構】
　公文書管理法に基づく適正な文書管理方
式の開発や改善を手掛けるＮＰＯ法人で、
同機構が推奨する文書ファイリングを専門
的に学んだ人に対して、「行政文書管理士」
の資格を認定しています。

都城市の文書管理改善の取り組みを
全国のモデル自治体に認定！

8広報 都城 平成31年3月号



日　　時 場　　所

4/10
㈬

9：30～ 11：30 小松原地区公民館

13:30 ～ 15:30 横市地区公民館

4/11
㈭

9:30 ～ 11:30 祝吉地区公民館

13:30 ～ 15:30 長寿館（鷹尾三丁目）

4/12
㈮ 9:30 ～ 11:30 妻ケ丘地区公民館

別表　一部の地区公民館などの交付日程

敬
老
特
別
乗
車
券（
敬
老
バ
ス
券
）

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券（
温
泉
等
利
用
割
引
券
）

　
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
健
康
増
進
を
図

る
た
め
、
温
泉
施
設
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

な
ど
で
利
用
で
き
る
、共
通
の
割
引
券（
１

人
当
た
り
20
枚
つ
づ
り
１
冊
）
を
交
付
し

ま
す
。

●
利
用
で
き
る
施
設

【
市
内
の
施
設
】　
青
井
岳
荘
、
観
音
さ
く

ら
の
里
、
か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、
や
ま

だ
温
泉
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
、
か
か
し
の

里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場

【
曽
於
市
の
施
設
】　
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ

ン
タ
ー
、
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
、
大

隅
弥
五
郎
伝
説
の
里

【
志
布
志
市
の
施
設
】　
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ

リ
ア
ダ
グ
リ
、
蓬よ

も
ぎ

の
郷さ

と

ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー

●
対
象

①�

65
歳
以
上
の
市
民
（
昭
和
30
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
）

②�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
65
歳
未
満
の
市
民

※�

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療

育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
（
１
・
２
級
）
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
人
の
主
な

　
介
護
者
（
市
内
在
住
）
も
対
象

●
交
付
場
所
　
福
祉
課
５
番
窓
口
、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
一
部
の
地
区
公
民
館
（
別
表
）

※�
②
に
該
当
す
る
人
は
、
福
祉
課
６
番
窓

口
と
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
み
で

交
付

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
本
人
申
請
】　
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除

く
）、
身
分
証
明
書
（
対
象
②
の
人
は
該

当
す
る
手
帳
）

【
代
理
申
請
】
交
付
対
象
者
と
代
理
人
の

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除
く
）、
対
象
①

の
人
は
委
任
状
ま
た
は
交
付
対
象
者
と
代

理
人
の
身
分
証
明
書
、
対
象
②
の
人
は
該

当
す
る
手
帳

【
対
象
②
の
介
護
者
の
申
請
】　
交
付
対
象

者
と
代
理
人
の
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
を
除

く
）、
該
当
す
る
手
帳
、
介
護
者
の
身
分

証
明
書

●
そ
の
他
　
期
限
切
れ
の
割
引
券
は
、
申

請
手
続
き
に
持
参
く
だ
さ
い

※
施
設
で
は
回
収
し
ま
せ
ん

　
高
齢
者
の
自
主
的
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
交
付
し
ま
す
。
宮
崎
交
通
や

高
崎
観
光
バ
ス
、
鹿
児
島
交
通
の
３
社
が

運
行
す
る
路
線
バ
ス
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
対
象
　
満
70
歳
以
上
の
市
民

●
利
用
で
き
る
区
間
　
市
内
全
域

※
高
速
バ
ス
、
特
急
バ
ス
は
利
用
不
可

●
１
回
の
乗
車
で
の
負
担
額
　
１
０
０
円

●
交
付
場
所
　
福
祉
課
５
番
窓
口
（
４
月

中
は
福
祉
課
５
番
窓
口
前
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
で
交
付
）、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
一
部
の
地
区
公

民
館
（
別
表
）

●
交
付
手
数
料
　
千
円

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
新
規
】

◦�

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真（
横
２・

５
㌢
×
縦
３
㌢
で
脱
帽
、
顔
が
鮮
明
に

写
っ
て
い
る
も
の
）

◦�
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
、
身
分
を

証
明
す
る
も
の

※
代
理
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

【
更
新
】

◦
現
在
、
持
っ
て
い
る
敬
老
バ
ス
券

※�

代
理
手
続
き
も
で
き
ま
す
が
、
敬
老
バ

ス
券
の
紛
失
や
記
載
事
項
の
変
更
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
新
規
の
手
続
き
と
な

る
た
め
代
理
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他
　
有
効
期
限
が
、
３
月
31
日
の

敬
老
バ
ス
券
は
、
４
月
30
日
㈫
ま
で
使
用

で
き
ま
す

温
泉
等
利
用
割
引
券
と
敬
老
バ
ス
券
の

更
新
・
交
付
の
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

　
期
間
中
は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎
23-

３
１
０
２

4/1
㈪～

9 MIYAKONOJO CITY PUBLIC RELATIONS 2019.3



　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
と

近
隣
住
民
同
士
が
助
け
合
う「
共
助
」は
、

災
害
時
に
私
た
ち
の
命
と
財
産
を
守
る
力

と
な
り
ま
す
。
こ
の
自
助
と
共
助
を
結
ぶ

市
消
防
団
で
は
、
１
、４
５
２
人
の
団
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
団
員
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、
防
災
の
担
い
手
と
し
て
地
域
に
密
着

し
て
活
動
し
、
住
民
の
安
全
を
守
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
予
防
啓
発

分
団
に
55
人
が
所
属
し
て
い
て
、
火
災
予

防
や
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
な
ど
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
18
歳

以
上
の
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
団
で
き

ま
す
。
ま
た
、
式
典
な
ど
で
活
躍
す
る
ラ

ッ
パ
隊
も
組
織
さ
れ
い
て
、
金
管
楽
器
な

ど
の
演
奏
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ラ
ッ
パ

隊
で
の
活
動
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
と
共
に
、
地
域

の
安
全
を
守
る
消
防
団
で
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
消
防
団
員
は
特
別
職
の
公
務
員
】

　
活
動
に
対
し
て
、
訓
練
や
災
害
な
ど
の

出
動
手
当
や
、
報
酬
、
公
務
員
災
害
補
償

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　18年間、消防団員として活動しています。入団
した当時は、1人暮らしの高齢者宅を訪問し、声掛
けなどを行っていました。現在は保育園での防災教
育が活動の中心です。この他、災害訓練での救命講
習など、緊急時の応急手当の普及啓発にも取り組ん
でいます。
　活動する中で、幼児期からの防災に関する意識付
けはとても大切だと感じています。
　多くのみなさんに、命を守ることの大切さと日ご
ろからの防災意識を高めることを、強く訴えていき
たいです。

予防啓発分団
分団長
中原 ゆかりさん
（郡元町）

地域を守るため
防災の意識を向上

消
防
団
員
募
集
！

　
火
災
や
地
震
、風
水
害
、火
山
噴
火
な
ど
の
災
害
時
に
、地
域
住
民
で
組
織
さ
れ
た
消
防
団

が
、私
た
ち
の
住
む
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。地
域
防
災
力
の
要
を
担
う
消
防
団
で
、あ
な
た

の
力
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課
　
☎
23-

２
１
２
９

み
ん
な
が
結
束
！

固
い
絆
が
地
域
を
守
る

消
防
団
で
活
動
す
る
に
は
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あ
な
た
の
勇
気
が
、み
ん
な
の
笑
顔
を
守
る

　
平
成
30
年
の
都
城
管
内
の
火
災
件
数
は

76
件
で
、
種
別
ご
と
に
み
る
と
、
建
物
火

災
が
43
件
と
一
番
多
く
、
全
体
の
約
57
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。
出
火
原
因
は
、
た
き

火
（
22
件
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
こ
ん

ろ（
８
件
、う
ち
天
ぷ
ら
鍋
５
件
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
不
用
意
に
た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
】

　
風
が
強
い
日
や
乾
燥
し
た
日
な
ど
は
、
延

焼
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
落

ち
葉
や
木
切
れ
は
、
た
き
火
で
処
理
せ
ず
燃

や
せ
る
ご
み
と
し
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

【
天
ぷ
ら
鍋
や
た
ば
こ
の
火
の
始
末
】

　
火
を
か
け
た
ま
ま
天
ぷ
ら
鍋
か
ら
離
れ

た
り
、
寝
具
の
周
り
で
た
ば
こ
を
吸
っ
た

り
す
る
な
ど
、
火
災
に
つ
な
が
る
行
為
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
の
救
急
出
動
件
数
は
８
、

３
８
３
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
１
６
２
件

増
加
。
内
訳
は
、
急
病
が
４
、９
１
５
件

で
全
体
の
59
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
救
助
出
動
件
数
は
85
件
で
、
交
通
事
故

に
よ
る
救
助
が
61
件
で
、
全
体
の
約
72
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
出
動
件
数

は
５
６
５
件
で
、
そ
の
う
ち
救
急
支
援
が

３
０
２
件
で
、
全
体
の
約
53
㌫
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
火
災
や
救
急
の
出
動
は「
１
１
９
」で

通
報
し
ま
す
。落
ち
着
い
て
は
っ
き
り
と
、

要
請
内
容
や
住
所
な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

　
特
に
、
事
故
な
ど
で
大
け
が
を
負
っ
て

い
る
と
き
や
胸
の
中
心
が
締
め
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
痛
み
、
突
然
の
激
し
い
頭
痛
、

顔
半
分
が
し
び
れ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
る

と
き
は
、
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
１
１
９
」
で
は
、
火
災
発
生
の
情
報

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
で
き
ま
せ
ん

【
消
防
車
出
動
情
報
】

自
動
音
声
　
☎
22-

８
５
０
０

問
　
消
防
局
指
令
課
　
☎
23-

２
１
２
５

【
住
警
器
の
設
置
と
点
検
】

　
住
宅
火
災
の
発
生
に
い
ち
早
く
気
付
く

た
め
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警
器
）

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
住
警
器
の
電
池
の

寿
命
は
10
年
で
す
。点
検
ひ
も
を
引
く
か
、

点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
定
期
的
な
点
検

が
必
要
で
す
。

問
　
消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

【
応
急
手
当
講
習
を
開
催
】

　
消
防
局
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
方
法
な
ど
を
学
ぶ
応
急
手
当
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
人
の
命
を

守
る
知
識
の
習
得
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
☎
22-

８
８
８
３

【
自
衛
消
防
訓
練
を
サ
ポ
ー
ト
】

　
効
果
的
に
自
衛
消
防
訓
練
を
行
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
消
防
法
に
基
づ
い
た
指

導
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
消
防
局
予
防
課
　
☎
22-

８
８
８
４

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
】

　
防
火
や
防
災
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

問
　
消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

ト
ピ
ッ
ク

火
災
や
傷
病
な
ど
、

緊
急
時
へ
の
備
え

　
安
全・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、防
災
の
心
構
え
や
、傷
病
な
ど
で
救
急
出
動
を
利
用
す

る
際
に
注
意
す
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

火
災
出
動
の
状
況
と
出
火
原
因

「
１
１
９
」
は
、
落
ち
着
い
て
、

は
っ
き
り
話
す

「
Ｑき

ゅ
う

助す
け

」や
患
者
等
搬
送
事
業

者
を
活
用
く
だ
さ
い

住
警
器
の
設
置
や
、

訓
練
・
講
習
で
備
え
る

救
急
や
救
助
な
ど
で
の
出
動
の
状
況

　
救
急
車
は
、
緊
急
性
の
高
い
傷
病

者
が
利
用
す
る
も
の
で
す
。
救
急

車
を
呼
ぶ
か
迷
う
場
合

は
、
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Ｑ
助
」
が
役
立
ち
ま

す
。

　
ま
た
、
症
状
が
軽
い
場
合
や
、
緊

急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
へ
行
け
る

場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
、

ま
た
は
消
防
局
認
定
の
患
者
等
搬
送

事
業
者（
有
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

建物火災
43件
建物火災
43件

林野火災
2件

林野火災
2件 車両火災

8件
車両火災
8件

その他
23件
その他
23件
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３
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭
は
、春
の
全
国
火
災
予
防
週
間

火災種別（平成30年）



　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
と

近
隣
住
民
同
士
が
助
け
合
う「
共
助
」は
、

災
害
時
に
私
た
ち
の
命
と
財
産
を
守
る
力

と
な
り
ま
す
。
こ
の
自
助
と
共
助
を
結
ぶ

市
消
防
団
で
は
、
１
、４
５
２
人
の
団
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
団
員
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、
防
災
の
担
い
手
と
し
て
地
域
に
密
着

し
て
活
動
し
、
住
民
の
安
全
を
守
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
予
防
啓
発

分
団
に
55
人
が
所
属
し
て
い
て
、
火
災
予

防
や
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
な
ど
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
18
歳

以
上
の
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
団
で
き

ま
す
。
ま
た
、
式
典
な
ど
で
活
躍
す
る
ラ

ッ
パ
隊
も
組
織
さ
れ
い
て
、
金
管
楽
器
な

ど
の
演
奏
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ラ
ッ
パ

隊
で
の
活
動
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
と
共
に
、
地
域

の
安
全
を
守
る
消
防
団
で
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
消
防
団
員
は
特
別
職
の
公
務
員
】

　
活
動
に
対
し
て
、
訓
練
や
災
害
な
ど
の

出
動
手
当
や
、
報
酬
、
公
務
員
災
害
補
償

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　18年間、消防団員として活動しています。入団
した当時は、1人暮らしの高齢者宅を訪問し、声掛
けなどを行っていました。現在は保育園での防災教
育が活動の中心です。この他、災害訓練での救命講
習など、緊急時の応急手当の普及啓発にも取り組ん
でいます。
　活動する中で、幼児期からの防災に関する意識付
けはとても大切だと感じています。
　多くのみなさんに、命を守ることの大切さと日ご
ろからの防災意識を高めることを、強く訴えていき
たいです。

予防啓発分団
分団長
中原 ゆかりさん
（郡元町）

地域を守るため
防災の意識を向上

消
防
団
員
募
集
！

　
火
災
や
地
震
、風
水
害
、火
山
噴
火
な
ど
の
災
害
時
に
、地
域
住
民
で
組
織
さ
れ
た
消
防
団

が
、私
た
ち
の
住
む
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。地
域
防
災
力
の
要
を
担
う
消
防
団
で
、あ
な
た

の
力
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課
　
☎
23-

２
１
２
９

み
ん
な
が
結
束
！

固
い
絆
が
地
域
を
守
る

消
防
団
で
活
動
す
る
に
は
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あ
な
た
の
勇
気
が
、み
ん
な
の
笑
顔
を
守
る


